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花山だより（5跨・4月）

　3月に入って日食観測の準備は愈々忙しくなり，具膿的に着々實行されて

るる・先づ柴田氏の御職せられるコロナのスペクトル爲眞は乾板選揮，学理，

器械装置の改善等に全力を傾倒して目下の所，現地との交渉及び微細な部分

に断ての研究が導けられてるる．携當者は柴田氏と荒木（九）氏．糊置氏の10米

コロナ直接馬鞭装置は荒木（健）氏と協力して既に準備も完了．目下の所無線

機の修理後の試験に移ってみる．小山氏及び木回逆理當の『L竺オの釣上∠±

リは衰員総掛りでザ1トリウス機を解熱して望遠鏡の筒を前回使用，グラブ

製の40糎2⊥旦．ろ塗ユ上を使用する事となり，運縛部の電氣装置の準備も終

り，フィルタ1完成を待って準備萬端整ふ三密である．一一方コロナの煽動寓

眞撮影器は木曽氏の努力で鏡面3個完成，尚1個の豫譜面も出來，筒及び内部

の取付装置も完成した．4月16日に樂友會々館で吹の様な最後案を決定し，

三一の揚合を徐いて裁決された・

第1隊

第2隊

第3隊

第4隊

コmナスベクトル　北海道枝幸町　30糎シ1ロスタツト（柴田・荒

木（九））

部分食及びコロナ直接爲眞　北海道：枝幸村　15糎シデロスタツ1・

（稻葉・荒木（健））

コロナの光度観測　北海道中頓別村　40糎シ1ロスタツト（小山・

木邊）

コロナ攣動爲眞　北海道中頓別村　反射鏡20糎，F10，（堀井）

コuナ藤壷爲眞及びコnナウ眞北海道遠同町反射鏡20糎，

F10，及びハイデ機（高城）

コロナ塗動爲眞　満洲國呼鵬　反射鏡20糎，F10，（公文）

花山では一一昨年風害の個所で未復蕾の所が多かったが，今度花山道路，アン

テナ及び望遠鏡格納小屋の改築を初め，更に從來水量不足の爲め頗る不便を

感じてみたので，新たに井戸を堀りタ1ビン式5馬力モ1タ1が据付けられ

た．爾建築物全饅に亙って徹底的に電線系統の修理を行ひ，殆んど完成の：域

に近づきつSある．今度新たに購入しだ天頂儀は新装の建物に備へ付けられ

將來野外の観測に使用され・る事とならう・既報の大津石場の藤井天文豪では

愈々改装完成．來る廿九Ilには盛大なる披露式を閉催され，當Elは由本博士

の講演があるとの事，誠に慶賀の至りで，今後の活躍が大いに期待される．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4月24日（月£＝｝一生）


